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野村DCテンプルトン・トータル・リターン 
Aコース／Bコース 

運用報告書(全体版) 
 

第10期（決算日2022年11月14日）  
作成対象期間（2021年11月16日～2022年11月14日） 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。  

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2013年１月29日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

主として外国投資法人であるFTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIFのI (Mdis) JPY-H1／I (Mdis) JPY（以下
「JPY限定為替ヘッジ・クラス／JPYクラス」といいます。）の円建ての外国投資証券および円建ての国内籍の投資信託である野村マネー 
マザーファンド受益証券への投資を通じて、新興国を含む世界各国の固定利付および変動利付の債券（国債、政府機関債、社債等。現
地通貨建てを含みます。）を実質的な主要投資対象とし、インカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を図ることを目的として
積極的な運用を行ないます。各証券への投資比率は、通常の状況においては、FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リター
ン SIF JPY限定為替ヘッジ・クラス／JPYクラスの外国投資証券への投資を中心としますが、特に制限は設けず、各証券の収益性およ
び流動性ならびに当ファンドの資金動向等を勘案のうえ決定することを基本とします。 
投資する外国投資法人において、米ドル売り円買いの為替取引を行
ないます。 

投資する外国投資法人において、対円での為替ヘッジを目的とした
為替取引を行ないません。 

主な投資対象 

野村DCテンプルトン・ 
トータル・リターン  
Aコース／Bコース 

FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY限定為替ヘッジ・クラス／JPYクラ
スの円建ての外国投資証券および野村マネー マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、
コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金融商品等に直接投資する場合があります。 

FTSIF - テンプルトン・グローバル・ 
トータル・リターン SIF JPY 

限定為替ヘッジ・クラス／JPYクラス 

新興国を含む世界各国の固定利付および変動利付の債券（国債、政府機関債、社債等。現地通貨建て
を含みます。）を主要投資対象とします。 

野村マネー マザーファンド 本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村DCテンプルトン・ 
トータル・リターン  
Aコース／Bコース 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行ないません。 

野村マネー マザーファンド 株式への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等
の水準及び基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

６期(2018年11月13日) 10,120 5 △ 2.7 0.0 － 98.7 125 

７期(2019年11月13日) 9,675 0 △ 4.4 0.0 － 98.6 104 

８期(2020年11月13日) 9,025 0 △ 6.7 0.0 － 98.6 76 

９期(2021年11月15日) 8,658 0 △ 4.1 0.0 － 96.9 14 

10期(2022年11月14日) 7,093 0 △18.1 0.0 － 98.7 10 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年11月15日 8,658 － 0.0 － 96.9 

11月末 8,462 △ 2.3 0.0 － 97.2 

12月末 8,590 △ 0.8 0.0 － 97.0 

2022年１月末 8,530 △ 1.5 0.0 － 96.2 

２月末 8,523 △ 1.6 0.0 － 97.9 

３月末 8,592 △ 0.8 0.0 － 98.7 

４月末 8,186 △ 5.5 0.0 － 98.7 

５月末 8,169 △ 5.6 0.0 － 98.5 

６月末 7,623 △12.0 0.0 － 98.5 

７月末 7,488 △13.5 0.0 － 97.6 

８月末 7,512 △13.2 0.0 － 97.1 

９月末 7,000 △19.1 0.0 － 96.4 

10月末 6,902 △20.3 0.0 － 98.5 

(期  末)      

2022年11月14日 7,093 △18.1 0.0 － 98.7 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

６期(2018年11月13日) 12,722 5 △0.1 0.0 － 98.8 476 

７期(2019年11月13日) 11,931 5 △6.2 0.0 － 98.9 414 

８期(2020年11月13日) 10,879 5 △8.8 0.0 － 98.8 242 

９期(2021年11月15日) 11,330 5 4.2 0.0 － 98.2 70 

10期(2022年11月14日) 11,716 5 3.5 0.0 － 98.0 58 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年11月15日 11,330 － 0.0 － 98.2 

11月末 10,981 △3.1 0.0 － 97.9 

12月末 11,316 △0.1 0.0 － 98.7 

2022年１月末 11,290 △0.4 0.0 － 97.4 

２月末 11,304 △0.2 0.0 － 98.3 

３月末 12,087 6.7 0.0 － 98.6 

４月末 11,957 5.5 0.0 － 98.1 

５月末 11,939 5.4 0.0 － 97.5 

６月末 11,953 5.5 0.0 － 98.9 

７月末 11,795 4.1 0.0 － 98.4 

８月末 12,078 6.6 0.0 － 98.0 

９月末 11,731 3.5 0.0 － 98.1 

10月末 11,782 4.0 0.0 － 98.5 

(期  末)      

2022年11月14日 11,721 3.5 0.0 － 98.0 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年11月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

・実質的に投資している新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン

（利息収入） 

・実質的に投資している新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのキャピタルゲイン

（またはロス）（価格変動損益） 

・実質的に投資している先進国通貨、新興国通貨の対米ドルでのキャピタルゲイン（または

ロス） 

・米ドル売り円買いの為替予約取引等による為替ヘッジ・コスト 
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－ 4 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは、主として外国籍ファンドに投

資するファンド・オブ・ファンズであり、値動
きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ
マーク等はありません。 
グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎分配金 

収益分配金については、利子・配当収入や基準価額水準等を勘案し、信託報酬などの諸経費
を差し引いた額をベースに決定しました。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第10期 

2021年11月16日～ 
2022年11月14日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,727  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行なわれており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該
規制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行なうための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現
金等を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないこ
とが想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する
場合があります。   



品 名：90001_400050_400051_010_02_野村 DC テンプルトン・トータル・リターン A コース／B コース_942036.docx 

日 時：2022/12/15 13:32:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 

 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年11月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

・実質的に投資している新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン

（利息収入） 

・実質的に投資している新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのキャピタルゲイン

（またはロス）（価格変動損益） 

・実質的に投資している先進国通貨、新興国通貨の対円でのキャピタルゲイン（またはロス） 
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－ 6 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは、主として外国籍ファンドに投

資するファンド・オブ・ファンズであり、値動
きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ
マーク等はありません。 
グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎分配金 

収益分配金については、利子・配当収入や基準価額水準等を勘案し、信託報酬などの諸経費
を差し引いた額をベースに決定しました。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第10期 

2021年11月16日～ 
2022年11月14日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.043％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,912  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行なわれており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該
規制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行なうための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現
金等を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないこ
とが想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する
場合があります。   
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－ 7 － 

野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

○投資環境 

【債券市場】 

当作成期の米国債券市場では、長期債利回りは上昇（価格は下落）しました。 

当作成期の前半は、FRB（米連邦準備制度理事会）による金融政策の正常化が予想以上に早

く進むとの見方が広がったことなどから、利回りは上昇しました。ロシア・ウクライナ情勢の

悪化により投資家のリスク回避姿勢が意識され、利回りが低下（価格は上昇）する局面もみら

れましたが、インフレへの警戒感が強まる中、FRBは利上げを行ない、追加利上げを織り込む

形で利回りは上昇しました。 

当作成期の後半は、インフレ加速を背景にFRBが大幅な利上げを決定したことなどから、利

回りは上昇しました。その後は、積極的な金融引き締めによる景気減速が意識され、FRBが利

上げペースを緩めるとの見方が広がったことから、利回りは低下しました。しかし、世界的な

エネルギー価格の上昇等を背景にインフレへの警戒感が高まり、FRBの金融引き締めが長期化

するとの見方が広がったことなどから、利回りの上昇が続きました。 

当作成期の欧州債券市場では、長期債利回りは上昇しました。 

当作成期の前半は、新型コロナウイルスのオミクロン型の感染拡大に対する過度の警戒感が

和らいだことや、欧州エネルギー市場における天然ガス価格の上昇を背景にインフレの長期化

観測が広がったことなどから、利回りは上昇しました。ウクライナ問題を巡り、欧米によるロ

シアへの制裁強化により欧州経済への影響が懸念された局面で利回りは低下しましたが、

ECB（欧州中央銀行）が金融政策の正常化を進めるとの見方が根強い中、利回りの上昇が続き

ました。 

当作成期の後半は、ECBが2022年６月の理事会で量的緩和措置である資産購入プログラムを

７月に終了するとともに、同月から利上げを開始する方針を示したことなどから、利回りは上

昇しました。ECBの金融引き締めが欧州景気を冷やしかねないとの懸念から、利回りは低下す

る場面もみられましたが、世界的なインフレ圧力の強さが意識されたことや、ECBがインフレ

抑制のために利上げを継続するとの見方が根強い中、利回りは上昇傾向となりました。 

 

【為替市場】 

当作成期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。 

当作成期の前半は、新型コロナウイルスのオミクロン型の感染拡大への警戒感が米ドルの上

値を抑える一方、FRBによる金融政策の正常化が予想以上に早く進むとの見方が米ドルを下支

えし、米ドル・円相場は一進一退が続きました。しかしその後、ロシア・ウクライナ情勢を受

けた原油高でインフレ懸念が強まり、米国の金利先高観の中、米国債利回りが上昇すると、日

米金利差の拡大に伴い、米ドル買い・円売りが優勢となりました。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

当作成期の後半は、FRBが大幅利上げを決定する一方で、日銀が大規模な金融緩和策の維持

を決定したことから、日米の金融政策の方向性の違いが意識される中、米ドル買い・円売りが

優勢となりました。FRBが利上げペースを緩めるとの見方から、米ドル売り・円買いが優勢と

なる場面もみられましたが、米金融引き締めの長期化観測が広がる中、米ドル買い・円売りが

強まりました。当作成期末にかけては、日本政府・日銀が米ドル売り・円買いの為替介入を実

施したことや、FRBが利上げペースを緩めるとの観測が浮上したことなどが米ドルの上値を抑

えました。 

当作成期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。 

当作成期の前半は、新型コロナウイルスによるリスク回避姿勢が意識されたことなどから、

ユーロは対円で上値の重い展開となりましたが、過度の警戒感が後退すると、底堅い動きとな

りました。ウクライナ情勢の悪化を受けてユーロは対円で下落する局面もみられましたが、

ECBによる金融政策の正常化が進むとの観測が根強い中、金融緩和を継続する日銀との政策方

向の違いを意識したユーロ買い・円売りが強まりました。 

当作成期の後半は、ECBが金融政策の正常化を進める方針を示した一方で、日銀が積極的な

金融緩和姿勢を維持したことから、ユーロは対円で上昇しました。その後は、ECBによる積極

的な利上げが欧州の景気を冷やすとの懸念が広がったことから、ユーロ売り・円買いが優勢と

なりましたが、ECBが大幅な利上げを決定するとともに、利上げを継続する見通しを示したこ

とから、ユーロ買い・円売りが優勢となりました。日本政府・日銀が円安抑制のため米ドル・

円市場で為替介入を実施したことなどから、ユーロ売り・円買いが優勢となる場面もみられま

したが、ECBが利上げを継続するとの見方が根強い中、ユーロは対円で上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース］ 

［野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース］は、当作成期を通して、主要投資対

象である［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF I (Mdis) JPY-H1］（以

下、「JPY限定為替ヘッジ・クラス」といいます。）を概ね高位に組み入れ、［野村マネー マザー

ファンド］受益証券への投資も行ないました。 

 

［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY限定為替ヘッジ・クラス］ 

＜デュレーション＞ 

デュレーション（金利感応度）＊は、2022年９月末で、1.6年程度としました。 

 
＊デュレーション：金利がある一定の割合で変動した場合、債券・資産の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金

利変動に対する債券・資産価格の変動率が大きくなり、またこの値が小さいほど金利変動に対する債券・資産価格の変動

率が小さくなります。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

＜国・地域別配分＞ 

主な国・地域別配分については、2022年９月末で、韓国17.0％、ブラジル13.3％、インドネ

シア9.1％などとしました。 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、2022年９月末で、韓国ウォン、円、カナダドルなどを買い建て

としました。一方で、ユーロ、米ドルを売り建てとしました。 

＜信用格付別構成＞ 

信用格付別構成については、2022年９月末で、投資適格63.3％、非投資適格26.5％、その他

10.3％としました。 

＜債券種別構成＞ 

債券種別構成については、2022年９月末で、国債等89.7％、社債0.0％、その他10.3％としま

した。 

 

なお、［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY限定為替ヘッジ・

クラス］において、ポートフォリオの通貨配分にかかわらず、純資産総額を米ドル換算した額

とほぼ同額程度の米ドル売り・円買いの為替予約取引等により、対円での為替ヘッジを行ない

ました。 

 

［野村DCテンプルトン・トータル・リターン Bコース］ 

［野村DCテンプルトン・トータル・リターン Bコース］は、当作成期を通して、主要投資対

象である［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF I (Mdis) JPY］（以下、

「JPYクラス」といいます。）を概ね高位に組み入れ、［野村マネー マザーファンド］受益証券

への投資も行ないました。 

 

［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPYクラス］ 

＜デュレーション＞ 

デュレーション（金利感応度）＊は、2022年９月末で、1.6年程度としました。 

 
＊デュレーション：金利がある一定の割合で変動した場合、債券・資産の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金

利変動に対する債券・資産価格の変動率が大きくなり、またこの値が小さいほど金利変動に対する債券・資産価格の変動

率が小さくなります。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

＜国・地域別配分＞ 

主な国・地域別配分については、2022年９月末で、韓国17.0％、ブラジル13.3％、インドネ

シア9.1％などとしました。 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、2022年９月末で、韓国ウォン、円、カナダドルなどを買い建て

としました。一方で、ユーロ、米ドルを売り建てとしました。 

＜信用格付別構成＞ 

信用格付別構成については、2022年９月末で、投資適格63.3％、非投資適格26.5％、その他

10.3％としました。 

＜債券種別構成＞ 

債券種別構成については、2022年９月末で、国債等89.7％、社債0.0％、その他10.3％としま

した。 

 

［野村マネー マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債等の短期有価証券への投資を行ない、あわせてコール・ローン等で運

用を行なうことで流動性の確保を図りました。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

◎今後の運用方針 

［野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース］ 

ファンドの商品性に従い［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY

限定為替ヘッジ・クラス］への投資比率を、引き続き高位に維持する方針です。 

 

［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY限定為替ヘッジ・クラス］ 

新興国を含む世界各国の国債、政府機関債、社債等（現地通貨建てを含みます。）を主要投

資対象とし、インカムゲイン、キャピタルゲインおよび通貨の利益を総合した、米ドルベース

でのトータルリターンの 大化をめざして運用を行ないます。また、ポートフォリオの通貨配

分にかかわらず、純資産総額を米ドル換算した額とほぼ同額程度の米ドル売り円買いの為替予

約取引等により、対円での為替ヘッジを行ないます。 

ロシアによるウクライナ侵攻が世界経済や金融市場に新たな不透明感をもたらしています。

食料やエネルギーなどの国際商品の深刻な供給混乱は、欧州をはじめ世界各国の経済要因に

様々なレベルでの影響を及ぼすと予想されます。運用チームでは、世界経済の成長ペースは緩

やかになり、ウクライナ紛争が、様々な地域の経済に対しこれまでと異なる影響を与える可能

性があると考えています。 

当面の運用にあたり、フランクリンテンプルトン社では、一部の国のリスクに対して前向き

な見方を維持しており、引き続き、３点を主要テーマとして考えています。①ビジネス活動が

活発で、経常収支が黒字であり、健全な財政政策および高い経済成長が期待できる国（特にア

ジア諸国）の通貨エクスポージャーを積極的に取得する。②相対的に利回りの低い先進国にお

ける金利上昇リスクを回避する。③世界的な金利引き締めサイクルに対応可能な経済回復力の

ある、相対的に利回りの高い新興国ソブリン債への投資機会を選別的に発掘する。 

全体としてポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。引き続き、先進国の金利

リスクの取得を大幅に低く抑える方針です。一部の新興国の国債利回りは相対的に低い利回り

水準である先進国を大きく上回っており、投資妙味があると考えます。主要先進国以外で強固

なファンダメンタルズを有し、魅力的なリスク調整後の利回りを有する国の現地通貨建て債券

に選別的に投資します。韓国やブラジル、インドネシアなどを引き続き強気に見ています。通

貨についてはカナダドル、ノルウェークローネなどを対ユーロで買い建てする他、韓国ウォン、

インドルピーなどを対米ドルで買い建てとする方針です。 

 

［野村DCテンプルトン・トータル・リターン Bコース］ 

ファンドの商品性に従い［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY

クラス］への投資比率を、引き続き高位に維持する方針です。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

［FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPYクラス］ 

新興国を含む世界各国の国債、政府機関債、社債等（現地通貨建てを含みます。）を主要投

資対象とし、インカムゲイン、キャピタルゲインおよび通貨の利益を総合した、米ドルベース

でのトータルリターンの 大化をめざして運用を行ないます。 

ロシアによるウクライナ侵攻が世界経済や金融市場に新たな不透明感をもたらしています。

食料やエネルギーなどの国際商品の深刻な供給混乱は、欧州をはじめ世界各国の経済要因に

様々なレベルでの影響を及ぼすと予想されます。運用チームでは、世界経済の成長ペースは緩

やかになり、ウクライナ紛争が、様々な地域の経済に対しこれまでと異なる影響を与える可能

性があると考えています。 

当面の運用にあたり、フランクリンテンプルトン社では、一部の国のリスクに対して前向き

な見方を維持しており、引き続き、３点を主要テーマとして考えています。①ビジネス活動が

活発で、経常収支が黒字であり、健全な財政政策および高い経済成長が期待できる国（特にア

ジア諸国）の通貨エクスポージャーを積極的に取得する。②相対的に利回りの低い先進国にお

ける金利上昇リスクを回避する。③世界的な金利引き締めサイクルに対応可能な経済回復力の

ある、相対的に利回りの高い新興国ソブリン債への投資機会を選別的に発掘する。 

全体としてポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。引き続き、先進国の金利

リスクの取得を大幅に低く抑える方針です。一部の新興国の国債利回りは相対的に低い利回り

水準である先進国を大きく上回っており、投資妙味があると考えます。主要先進国以外で強固

なファンダメンタルズを有し、魅力的なリスク調整後の利回りを有する国の現地通貨建て債券

に選別的に投資します。韓国やブラジル、インドネシアなどを引き続き強気に見ています。通

貨についてはカナダドル、ノルウェークローネなどを対ユーロで買い建てする他、韓国ウォン、

インドルピーなどを対米ドルで買い建てとする方針です。 

 

［野村マネー マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債やコマーシャル・ペーパー等の短期有価証券への投資を行ない、あわ

せてコール・ローン等で運用を行なうことで流動性の確保を図って運用いたします。 

日本銀行によるマイナス金利政策のもと、主要な投資対象となる公社債の利回りや余資運用

の際のコール・ローンの金利もマイナスとなる中、マイナス利回りの資産への投資等を通じて、

基準価額が下落することが想定されますのでご留意ください。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 53  0.669  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (33)  (0.417)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.219)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 53   0.671    

期中の平均基準価額は、7,964円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した経費率（年率）は1.40％です。 
 

  

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY限定為替ヘッジ・クラス 1,182 795 533 400  

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

 

＜野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村マネー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 14,034 30 0.2 503 － － 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPY限定為替ヘッジ・クラス 17,884 18,533 10,843 98.7 

合 計 17,884 18,533 10,843 98.7 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村マネー マザーファンド 9 9 10 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 10,843 97.9 

野村マネー マザーファンド 10 0.1 

コール・ローン等、その他 219 2.0 

投資信託財産総額 11,072 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,072,313   

 コール・ローン等 169,091   

 投資信託受益証券(評価額) 10,843,255   

 野村マネー マザーファンド(評価額) 10,012   

 未収配当金 49,955   

(B) 負債 89,752   

 未払金 49,955   

 未払信託報酬 39,650   

 その他未払費用 147   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,982,561   

 元本 15,484,416   

 次期繰越損益金 △ 4,501,855   

(D) 受益権総口数 15,484,416口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,093円 
 

（注）期首元本額は16,233,137円、期中追加設定元本額は986,484円、

期中一部解約元本額は1,735,205円、１口当たり純資産額は

0.7093円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額3,763円。 

○損益の状況 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 764,071   

 受取配当金 764,077   

 支払利息 △        6   

(B) 有価証券売買損益 △3,033,114   

 売買益 136,549   

 売買損 △3,169,663   

(C) 信託報酬等 △   84,418   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △2,353,461   

(E) 前期繰越損益金 △1,409,074   

(F) 追加信託差損益金 △  739,320   

 (配当等相当額) (  5,013,185)  

 (売買損益相当額) (△5,752,505)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △4,501,855   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △4,501,855   

 追加信託差損益金 △  739,320   

 (配当等相当額) (  5,013,185)  

 (売買損益相当額) (△5,752,505)  

 分配準備積立金 2,306,726   

 繰越損益金 △6,069,261   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2021年11月16日～2022年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年11月16日～ 
2022年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 679,681円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,013,185円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,627,045円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 7,319,911円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,727円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 78  0.669  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (49)  (0.417)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (26)  (0.219)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 78   0.671    

期中の平均基準価額は、11,684円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した経費率（年率）は1.41％です。 
 

  

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPYクラス 6,083 5,088 18,926 15,900  

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

 

＜野村DCテンプルトン・トータル・リターン Bコース＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村マネー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 14,034 30 0.2 503 － － 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

FTSIF - テンプルトン・グローバル・トータル・リターン SIF JPYクラス 83,811 70,967 57,439 98.0 

合 計 83,811 70,967 57,439 98.0 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村マネー マザーファンド 9 9 10 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 57,439 96.1 

野村マネー マザーファンド 10 0.0 

コール・ローン等、その他 2,296 3.9 

投資信託財産総額 59,745 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

  

親投資信託残高 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 59,745,026   

 コール・ローン等 2,016,545   

 投資信託受益証券(評価額) 57,439,544   

 野村マネー マザーファンド(評価額) 10,012   

 未収配当金 278,925   

(B) 負債 1,115,044   

 未払金 278,925   

 未払収益分配金 25,020   

 未払解約金 594,679   

 未払信託報酬 215,797   

 未払利息 3   

 その他未払費用 620   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 58,629,982   

 元本 50,041,044   

 次期繰越損益金 8,588,938   

(D) 受益権総口数 50,041,044口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,716円 
 

（注）期首元本額は62,255,282円、期中追加設定元本額は3,150,019円、

期中一部解約元本額は15,364,257円、１口当たり純資産額は

1.1716円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額19,680円。 

○損益の状況 (2021年11月16日～2022年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,662,266   

 受取配当金 3,662,417   

 支払利息 △       151   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,339,485   

 売買益 365,586   

 売買損 △ 1,705,071   

(C) 信託報酬等 △   441,597   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,881,184   

(E) 前期繰越損益金 △ 2,387,246   

(F) 追加信託差損益金 9,120,020   

 (配当等相当額) (  21,159,341)  

 (売買損益相当額) (△12,039,321)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,613,958   

(H) 収益分配金 △    25,020   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,588,938   

 追加信託差損益金 9,120,020   

 (配当等相当額) (  21,159,341)  

 (売買損益相当額) (△12,039,321)  

 分配準備積立金 13,431,392   

 繰越損益金 △13,962,474   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2021年11月16日～2022年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年11月16日～ 
2022年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 3,220,694円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 21,159,341円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 10,235,718円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 34,615,753円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 6,917円 

g. 分配金 25,020円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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野村DCテンプルトン・トータル・リターン Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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282,117,742 
70,050,435 
3,400,393 
5,780,105 

190,500 
264,588 
150,044 

361,953,807 
 
 

32,039 
162,599 

10,868,954 
35,835 

108,993 
293,118 

11,501,538 
 

350,452,269 

 
  

I (Mdis) JPY 48,031,573.486 858.15 
I (Mdis) JPY-H1 1,945,367.107 740.58 
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473,750,330 
 
 

22,881,825 
2,151 

22,883,976 
 
 

2,240,651 
285,174 

39,290 
141,202 

57,532 
4,112 

27,295 
216,597 

3,011,853 
(144,961) 

2,866,892 
 

20,017,084 
(23,466,531) 
(6,806,369) 
(2,339,979) 

644,322 
 

(11,951,473) 
 

4,564,913 
1,057,649 

154,665 
987,570 
278,193 

37,227 
 

(4,871,256) 
 
 

22,724,378 
(118,312,867) 

(122,628) 
(95,711,117) 
(22,715,688) 

 
(118,426,805) 

 
350,452,269 
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32,705,000,000 Korea Government Bond 0.875% 12/10/2023 KOR KRW 26,299,836 7.50 
352,205,000,000 Indonesia Government Bond 5.5% 04/15/2026 IDN IDR 24,605,327 7.02 

22,610,000,000 Korea Monetary Stabilization Bond 0.905% 04/02/2023 KOR KRW 18,452,573 5.27 
97,790,000 Brazil Letras do Tesouro Nacional 0% 01/01/2025 BRL BRL 15,216,227 4.34 
88,760,000 Brazil Letras do Tesouro Nacional 0% 07/01/2024 BRL BRL 14,544,015 4.15 

32,529,000,000 Colombia Government Bond 10% 07/24/2024 COL COP 8,857,149 2.53 
12,690,000 Ecuador Government Bond, Reg. S 1% 07/31/2035 ECU USD 8,312,077 2.37 

588,300,000 India Government Bond 7.27% 04/08/2026 IND INR 8,076,688 2.30 
9,385,000,000 Korea Government Bond 3.375% 09/10/2023 KOR KRW 7,865,582 2.24 

34,330,000 Brazil Notas do Tesouro Nacional 10% 01/01/2027 BRL BRL 6,862,304 1.96 
1,241,805,757 Argentina Treasury BONCER, FRN 1.4% 03/25/2023 ARG ARS 6,687,513 1.91 

96,491,000,000 Indonesia Government Bond 10.25% 04/15/2027 IDN IDR 6,574,872 1.88 
1,163,996,152 Argentina Treasury BONCER, FRN 1.5% 03/25/2024 ARG ARS 6,184,577 1.76 

45,240,000 Ghana Government Bond 18.85% 09/28/2023 GHA GHS 6,057,121 1.73 
52,438,000 Norway Government Bond, Reg. S, 144A 1.75% 03/13/2025 NOR NOK 5,845,175 1.67 

107,945,000 Mexican Bonos 6.5% 06/09/2022 MEX MXN 5,415,682 1.54 
102,910,000 Mexican Bonos 8% 12/07/2023 MEX MXN 5,142,137 1.47 

43,747,000 Norway Government Bond, Reg. S, 144A 2% 05/24/2023 NOR NOK 4,991,517 1.43 
42,615,000 Norway Government Bond, Reg. S, 144A 3% 03/14/2024 NOR NOK 4,918,921 1.40 

4,970,000 Ecuador Government Bond, Reg. S 5% 07/31/2030 ECU USD 4,132,604 1.18 
22,100,000 Brazil Letras do Tesouro Nacional 0% 01/01/2024 BRL BRL 3,800,085 1.08 

124,850,000 Bank of Thailand 0.66% 11/22/2023 THA THB 3,743,007 1.07 
25,770,000 Ghana Government Bond 17.6% 02/20/2023 GHA GHS 3,458,190 0.99 

44,387,000,000 Indonesia Government Bond 5.625% 05/15/2023 IDN IDR 3,158,523 0.90 
21,970,000 Ghana Government Bond 18.85% 07/25/2022 GHA GHS 2,952,088 0.84 
12,770,000 Brazil Notas do Tesouro Nacional 10% 01/01/2025 BRL BRL 2,598,070 0.74 

9,861,000,000 Colombia Government Bond 7.5% 08/26/2026 COL COP 2,448,794 0.70 
10,222,000,000 Colombia Government Bond 7.75% 09/18/2030 COL COP 2,422,577 0.69 

179,100,000 India Government Bond 5.15% 11/09/2025 IND INR 2,306,930 0.66 
2,540,000 Dominican Republic Government Bond, Reg. S 5.875% 01/30/2060 DOM USD 2,184,400 0.62 
2,330,000 Dominican Republic Government Bond, Reg. S 5.3% 01/21/2041 DOM USD 2,030,036 0.58 
2,250,000 Egypt Government Bond, Reg. S 7.3% 09/30/2033 EGY USD 1,970,876 0.56 

13,630,000 Ghana Government Bond 16.5% 02/06/2023 GHA GHS 1,814,382 0.52 
126,000,000 India Government Bond 7.59% 01/11/2026 IND INR 1,746,099 0.50 

8,770,000 Brazil Notas do Tesouro Nacional 10% 01/01/2031 BRL BRL 1,683,251 0.48 
5,547,000,000 Colombia Government Bond 6.25% 11/26/2025 COL COP 1,340,029 0.38 

92,200,000 India Government Bond 8.2% 09/24/2025 IND INR 1,299,316 0.37 
1,380,000 Egypt Government Bond, Reg. S 8.875% 05/29/2050 EGY USD 1,198,420 0.34 
5,480,000 Brazil Notas do Tesouro Nacional 10% 01/01/2029 BRL BRL 1,074,356 0.31 
9,022,000 Norway Government Bond, Reg. S, 144A 1.5% 02/19/2026 NOR NOK 987,443 0.28 
1,110,000 Egypt Government Bond, Reg. S 8.5% 01/31/2047 EGY USD 949,539 0.27 
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1,880,000 Sri Lanka Government Bond, Reg. S 6.2% 05/11/2027 LKA USD 893,000 0.25 
3,815,000,000 Colombia Government Bond 5.75% 11/03/2027 COL COP 855,468 0.24 

6,040,000 Ghana Government Bond 17.25% 07/31/2023 GHA GHS 797,873 0.23 
870,000 Egypt Government Bond, Reg. S 7.5% 02/16/2061 EGY USD 693,581 0.20 

121,869,773 Argentina Treasury BONCER, FRN 1.3% 09/20/2022 ARG ARS 653,825 0.19 
670,000 Egypt Government Bond, Reg. S 8.75% 09/30/2051 EGY USD 579,143 0.17 

107,684,724 Argentina Government Bond, FRN 0% 04/18/2022 ARG ARS 565,263 0.16 
992,000 Ecuador Government Bond, Reg. S 0.5% 07/31/2040 ECU USD 563,962 0.16 
510,000 Egypt Government Bond, Reg. S 7.625% 05/29/2032 EGY USD 463,346 0.13 

3,360,000 Ghana Government Bond 19.25% 11/27/2023 GHA GHS 448,932 0.13 
80,084,847 Argentina Government Bond, FRN 0% 05/23/2022 ARG ARS 428,235 0.12 

2,750,000 Ghana Government Bond 20.75% 01/16/2023 GHA GHS 377,340 0.11 
104,937,700 Argentina Government Bond 16% 10/17/2023 ARG ARS 368,815 0.11 

400,000 Mongolia Government Bond, Reg. S 3.5% 07/07/2027 MNG USD 363,916 0.10 
400,000 Mongolia Government Bond, Reg. S 4.45% 07/07/2031 MNG USD 361,594 0.10 

2,490,000 Ghana Government Bond 19.25% 12/18/2023 GHA GHS 331,831 0.09 
650,000 Sri Lanka Government Bond, Reg. S 6.85% 11/03/2025 LKA USD 322,640 0.09 

146,048,000 Argentina Government Bond 15.5% 10/17/2026 ARG ARS 315,152 0.09 
350,000 Egypt Government Bond, Reg. S 7.903% 02/21/2048 EGY USD 285,283 0.08 

51,031,381 Argentina Government Bond, FRN 0% 06/30/2022 ARG ARS 275,664 0.08 
310,000 Egypt Government Bond, Reg. S 8.7% 03/01/2049 EGY USD 265,909 0.08 

1,650,000 Ghana Government Bond 18.5% 01/02/2023 GHA GHS 222,895 0.06 
400,000 Sri Lanka Government Bond, Reg. S 6.35% 06/28/2024 LKA USD 200,000 0.06 
200,000 Mongolia Government Bond, Reg. S 5.125% 04/07/2026 MNG USD 197,851 0.06 

24,559,686 Argentina Treasury BONCER, FRN 1.45% 08/13/2023 ARG ARS 133,278 0.04 
200,000 Sri Lanka Government Bond, Reg. S 5.75% 04/18/2023 LKA USD 100,088 0.03 
200,000 Sri Lanka Government Bond, Reg. S 7.85% 03/14/2029 LKA USD 97,000 0.03 
200,000 Sri Lanka Government Bond, Reg. S 6.75% 04/18/2028 LKA USD    95,320 0.03 

    251,465,512 71.75 
    251,465,512 71.75 
      
      
      

19,240,000 Singapore Treasury Bill 0% 05/20/2022 SGP SGD 14,178,306 4.05 
7,240,000 Singapore Treasury Bill 0% 01/24/2023 SGP SGD 5,298,371 1.51 

147,920,000 Thailand Government Bond 1% 06/17/2027 THA THB 4,307,931 1.23 
122,210,000 Thailand Government Bond 0.75% 09/17/2024 THA THB 3,642,544 1.04 

71,080,000 Kingdom of Thailand 0% 06/22/2022 THA THB 2,134,208 0.61 
1,480,000 Singapore Treasury Bill 0% 05/13/2022 SGP SGD  1,090,870 0.31 

    30,652,230 8.75 
    30,652,230 8.75 
    282,117,742 80.50 
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